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第�回第�回
定例会

　

平
成　

年
常
陸
大
宮
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
７

１７

日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

２４

１８

　

審
議
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
は

１７

じ
め
議
案　

件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し

５９

ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
予
算
は
、
合
併
後
は
じ
め
て
の
年
間
総
合
予

１７

算
で
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
事
務
事
業
の
厳
選
と
経
常

経
費
の
徹
底
し
た
見
直
し
に
よ
る
財
政
の
健
全
性
の
確
保
に

留
意
し
、
市
内
各
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
配
慮
し
た

予
算
編
成
で
す
。

　

一
般
質
問
は
、　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
っ

１６

１８

て
、　

人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

１８

　

最
終
日
に
は
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
２
件
の
追
加
議

案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
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市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
基
本

計
画
策
定
事
業
、
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
助
成
事

業
、
及
び
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

策
定
事
業
な
ど
で
す
。

�
�
�
�
�

　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
、
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
、
民
間
学
童
保
育
事
業
、

身
体
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
支

援
費
事
業
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

保
護
措
置
事
業
、
高
齢
者
福
祉
タ

ク
シ
ー
事
業
、
及
び
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
な
ど
で
す
。

�
�
�
�
�

　

健
康
常
陸
大
宮　

策
定
事
業
、

２１

精
神
障
害
者
共
同
作
業
訓
練
助
成

な
ど
支
援
事
業
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
普
及
促
進
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
助
成
事
業
、

ご
み
の
減
量
化
、
及
び
再
資
源
化

の
た
め
の
諸
施
策
な
ど
で
す
。

�
�
�
�
�

　

農
業
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
研
修
助

成
事
業
、 有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
、 新

田
園
空
間
実
践
活
動
地
区
集
会
施

設
整
備
事
業
、
県
営
土
地
改
良
事

業
・
湛
水
防
除
事
業
・
農
道
環
境
整

備
事
業
の
基
盤
整
備
促
進
、 森
林

整
備
担
い
手
対
策
事
業
、 木
造
住

宅
建
設
助
成
事
業
、 及
び
林
道
整

備
事
業
な
ど
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

商
業
振
興
、
宮
の
郷
工
業
団
地

企
業
誘
致
推
進
、
観
光
資
源
の
有

効
活
用
と
各
種
イ
ベ
ン
ト
助
成
に

よ
る
観
光
振
興
対
策
事
業
な
ど
で

す
。

�
�
�
�
�

　

緊
急
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付

金
、
合
併
特
例
事
業
債
、
過
疎
対

策
事
業
債
等
を
活
用
し
て
の
幹
線

市
道
を
は
じ
め
と
す
る
市
道
整
備

事
業
な
ど
で
す
。

�
�
�
�
�

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
、
消
防
本
部
指
令
シ
ス
テ

ム
整
備
事
業
、
携
帯
電
話
１
１
９

番
直
接
受
信
施
設
整
備
事
業
、
地

域
防
災
計
画
策
定
事
業
、
防
災
行

政
無
線
整
備
事
業
、
防
火
水
槽
等

消
防
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

導
入
に
よ
る
教
育
の
充
実
、
年
次

的
な
学
校
建
物
等
環
境
の
整
備
・

備
品
の
充
実
、
Ｔ
Ｔ
特
別
配
置
事

業
で
各
校
へ
学
校
教
育
活
動
指
導

員
を
配
置
、
英
語
指
導
員
を
各
小

学
校
へ
配
置
、
ふ
れ
あ
い
の
船
体

験
事
業
、
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

で
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
推
進
事
業
、

Ｉ
Ｔ
施
策
情
報
技
術
講
習
会
の
開

催
、
０
歳
児
読
書
推
進
事
業
、
郷

土
学
習
サ
ー
ク
ル
活
動
事
業
等
公

民
館
活
動
の
充
実
、
市
体
育
協
会

へ
の
助
成
等
に
よ
る
社
会
体
育
振

興
な
ど
で
す
。

一

般

会

計

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

　

事
業
勘
定
で
は
、
保
険
給
付
費

や
介
護
納
付
金
の
計
上
、
脳
ド
ッ

第�回第�回
定例会定例会
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ク
・
人
間
ド
ッ
グ
検
診
費
用
を
計

上
し
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
図
り
ま
す
。

　

施
設
勘
定
で
は
、
美
和
診
療

所
、
緒
川
歯
科
診
療
所
に
係
る
運

営
経
費
で
す
。

　

医
療
費
推
計
は　

年
度
実
績
等

１６

を
踏
ま
え
今
後
の
動
向
に
注
目
し

適
正
な
医
療
費
給
付
に
努
め
ま

す
。

　

下
水
道
幹
線
及
び
枝
線
の
管
渠

布
設
を
継
続
的
に
延
長
す
る
と
と

も
に
、
維
持
管
理
の
た
め
の
下
水

道
台
帳
作
成
及
び
調
査
測
量
設
計

等
委
託
料
で
す
。

　

墓
地
内
管
理
、
清
掃
の
例
年
経

費
の
ほ
か
、
公
営
墓
地
斜
面
工
事

及
び
桶
掛
設
置
工
事
を
行
い
、
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

岩
瀬
、
美
和
中
部
及
び
小
瀬
地

区
の
集
落
排
水
管
路
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
引
き
続
き
処
理
施
設
処

理
管
理
及
び
維
持
管
理
業
務
を
行

い
ま
す
。

　

介
護
認
定
審
査
に
係
る
経
費
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
負
担
金
等

を
計
上
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
適
正
利
用
の
普
及
啓
発
に
努

め
、
介
護
保
険
制
度
の
一
層
の
充

実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

緒
川
地
域
の
統
合
簡
易
水
道
事

業
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
工
事
、

簡
易
水
道
施
設
の
維
持
管
理
経
費

が
、
主
な
も
の
で
す
。

　

山
方
地
域
「
野
上
原
台
団
地
」

の
分
譲
地
造
成
工
事
を
引
き
続
き

実
施
し
、
緒
川
「
小
瀬
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
」、
御
前
山
「
野
口
内
原
台
団

地
」、
美
和
「
鷲
子
仲
島
団
地
」
の

分
譲
を
進
め
ま
す
。

　

山
方
地
域
、
美
和
地
域
及
び
緒

川
地
域
に
お
い
て
市
全
体
で
、
１

３
０
基
の
浄
化
槽
を
整
備
す
る
計

画
で
す
。

　

那
珂
市
、
東
海
村
、
大
宮
地
方

環
境
整
備
組
合
及
び
当
市
に
よ
る

構
成
団
体
か
ら
の
負
担
金
に
よ
り

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

山
方
の
「
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
三

太
の
湯
」、
美
和
温
泉
「
さ
さ
の

湯
」
及
び
、
ご
ぜ
ん
や
ま
保
養
セ

ン
タ
ー
「
四
季
彩
館
」
に
お
け
る

管
理
運
営
費
等
で
す
。

　

第
２
浄
水
場
改
修
工
事
及
び
直

流
電
源
装
置
改
修
工
事
を
行
う
と

と
も
に
、
管
路
診
断
業
務
委
託
経

費
を
計
上
し
、
水
道
水
の
安
全
供

給
、
有
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

予算額会　 計　 名

25,650,000一般会計

4,445,000国民健康保険特別会計

4,210,000事業勘定

235,000診療施設勘定

4,868,728老人保健特別会計

660,000公共下水道事業特別会計

13,100公営墓地特別会計

1,455,000農業集落排水事業特別会計

2,505,000介護保険特別会計

837,000簡易水道事業特別会計

247,000宅地造成事業特別会計

237,000戸別浄化槽整備事業特別会計

390那珂地方公平委員会特別会計

403,000温泉事業特別会計

1,110,812上水道事業会計

（単位：千円）

老
人
保
険
特
別
会
計

公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計

公
営
墓
地
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計

宅
地
造
成
事
業

特
別
会
計

戸
別
浄
化
槽
整
備

事
業
特
別
会
計

那
珂
地
方
公
平

委
員
会
特
別
会
計

温
泉
事
業
特
別
会
計

上
水
道
事
業
会
計
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条

例

の

制

定

○
常
陸
大
宮
市
人
事
行
政
の
運
営

等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条

例
○
地
方
独
立
行
政
法
人
法
等
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
火
葬
場
、
斎
場
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
家
和
楽
青
少
年
の

家
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例

○
常
陸
大
宮
市
家
和
楽
体
育
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

条
例
の
一
部
改
正

○
常
陸
大
宮
市
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
特
別
会
計
条
例

○
常
陸
大
宮
市
敬
老
年
金
支
給
条

例
○
常
陸
大
宮
市
地
域
福
祉
基
金
条

例
○
常
陸
大
宮
市
都
市
公
園
条
例

○
常
陸
大
宮
市
簡
易
水
道
事
業
設

置
条
例

○
常
陸
大
宮
市
社
会
体
育
施
設
条

例
○
常
陸
大
宮
市
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
御
前
山
青
少
年
旅

行
村
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

条

例

の

廃

止

○
美
和
村
納
税
奨
励
に
関
す
る
条

例
及
び
緒
川
村
納
税
奨
励
に
関

す
る
条
例
の
失
効
に
伴
う
経
過

措
置
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
緒
川
地
域
出
産
祝

金
及
び
健
全
育
成
奨
励
金
に
関

す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
御
前
山
地
域
す
く

す
く
子
育
て
奨
励
金
支
給
条
例

�

そ

の

他�

○
茨
城
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
規
約

の
改
正
に
つ
い
て

○
大
宮
地
方
広
域
組
合
の
解
散
に

つ
い
て

○
大
宮
地
方
広
域
組
合
の
解
散
に

伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
と
城
里
町
の
火
葬

　

平
成　

年
３
月　

日
に
大
宮
地
方
広
域
組
合
が
解
散
し
た
こ

17

31

と
に
伴
い
、
お
お
み
や
広
域
聖
苑
（
火
葬
場
・
斎
場
）・
家
和
楽

青
少
年
の
家
及
び
体
育
セ
ン
タ
ー
が
、
本
市
に
移
管
さ
れ
る
た

め
、
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
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場
斎
場
に
関
す
る
事
務
の
委
託

に
つ
い
て

○
大
宮
大
子
地
方
広
域
市
町
村
圏

協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

○
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
那
珂
地
方
公
平
委
員
会

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
水
戸
地
方
農
業
共
済
事
務
組
合

か
ら
の
脱
退
に
つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
の
水
戸
地
方
農
業

共
済
事
務
組
合
か
ら
の
脱
退
に

伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

○
茨
城
北
農
業
共
済
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
廃
止
に

つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
変
更
に

つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�

（
仮
称
）県
北
西
部
地
域
中
核
病
院

機
械
設
備
工
事

　

契
約
金
額８

億
９
、
８
８
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方

　
　

東
洋
熱
工
業
株
式
会
社

関
東
支
店　

茨
城
営
業
所

　
　
　
　
　

所
長　

神
谷　

泰
史

（
仮
称
）県
北
西
部
地
域
中
核
病
院

電
気
工
事

　

契
約
金
額３

億
７
、
２
７
５
万
円

予 算 総 額補 正 額会　 計　 名

23,685,37094,799△一般会計補正予算（10号）

3,701,40274,600国民健康保険特別会計補正予算（6号）

3,558,81974,600事業勘定

142,5830診療施設勘定

4,036,15999,815老人保健特別会計補正予算（4号）

640,88620,960△公共下水道事業特別会計補正予算（4号）

560,50548,396△農業集落排水事業特別会計補正予算（5号）

2,135,96116,312介護保険特別会計補正予算（5号）

713,072125,504△簡易水道事業特別会計補正予算（2号）

135,76425,585△宅地造成事業特別会計（2号）

188,37963,990△戸別浄化槽整備事業特別会計補正予算（2号）

655,31216,733△収益的収支
上水道事業会計

補正予算 （4号）
89,2558,033資本的収入

375,6418,080△資本的支出

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平 成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１平 成１６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補 正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正 予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予 算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算年 度 補 正 予 算
（単位：千円）

　

契
約
の
相
手
方

　
　

栗
原
工
業
株
式
会
社

茨
城
営
業
所

　
　
　
　
　

所
長　

北
原　

啓
三



6

７８事項の質問内容については以下のとおりです！

・地元業者の育成について
・農業振興に関する諸問題について
・おがわふれあいの森構想について
・緒川工業団地の今後の見通しなどについて
・福祉政策の充実を
・教育予算に関して
・土木建設事業に関して
・医療機関への交通手段について
・有害鳥獣捕獲事業について
・全国植樹祭について
・地球温暖化対策について
・国民保護計画について
・介護保険について
・保育料について
・指定管理者制度について
・林業振興について
・中学生の海外派遣について
・地域活性化交付金について
・体育祭について
・地域での催しについて
・文化事業について
・敬老会について
・防災無線について
・林業の振興策について
・県道常陸太田・烏山線の改修について
・過疎地域自立促進計画ついて
・消防団について
・市政運営基本方針について
・教育基本方針について
・事業推進について
・廃棄物対策について
・福祉・医療対策について
・農業対策について
・市内連絡県道等の整備について
・「三位一体改革」と新市まちづくり計画
・児童虐待について
・「健康日本…」の地方計画について
・福祉タクシー制度について
・学校施設の整備について

・市内循環バス交通システム構築について
・宅地開発鷲子仲島団地分譲事業について
・農業集落排水事業について
・美和幼稚園について
・地域文化の振興等について
・国民健康保険美和診療所の改築について
・教育問題について
・児童虐待について
・行財政改革について
・住宅政策について
・児童生徒に対する安全対策について
・土曜日，放課後の児童生徒への対応について
・子どもたちの安全対策について
・「心の教育」と「学力」について
・農業の振興について
・観光の振興と地域間の交流について
・地域再生計画の認定について
・旧山方町，御前山村の振興公社について
・生活道路，排水溝（Ｕ字溝）の整備について
・行政への住民参加の推進について
・旧山方町内小学校跡地について
・環境問題について
・幼児教育について
・農林業の活性化について
・空き家の利用と遊休農地の活用について
・防災及び防火について
・行政改革について
・職員採用について
・携帯電話不通地域の解消について
・市道の安全確保について
・教職員の人事異動について
・農業の振興について
・総合学習について
・御前山小学校の統合について
・歴史民俗資料館について
・医療福祉費助成事業について
・校舎の改築について
・市内のため池の児童生徒に対する安全対策について
・中核病院の進入路の安全性について
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美
和
地
域
の
医
療
機
関
は
、
美

和
診
療
所
一
カ
所
で
す
。
施
設
は

古
く
、
小
規
模
で
患
者
の
要
望
に

十
分
対
応
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
美
和
診
療
所
改
築
の
基
本

的
な
考
え
方
と
時
期
、
ま
た
改
築

に
当
た
っ
て
の
設
立
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
の
か
。
そ
し
て
患
者
輸

送
車
の
運
行
は
継
続
す
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
市
内
循
環
バ

１８

ス
が
運
行
さ
れ
、
県
北
西
部
中
核

病
院
が
開
院
す
る
と
、
新
市
に
お

い
て
経
費
削
減
等
の
理
由
に
よ

り
、
改
築
さ
れ
な
い
の
で
は
と
心

配
が
あ
り
ま
す
。
県
北
西
部
中
核

病
院
と
の
連
携
と
役
割
、
ま
た
、

救
急
医
療
に
お
い
て
の
設
備
と
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
及
び
そ
の
維

持
は
ど
う
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

○
保
健
福
祉
部
長

　

美
和
地
域
医
療
の
核
と
し
て
必

要
な
施
設
で
す
の
で
、
平
成　

年
１７

度
中
に
国
・
県
と
協
議
し
、
改
築

の
時
期
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
設
置
委

員
会
に
つ
い
て
は
、
本
庁
と
美
和

総
合
支
所
と
の
内
部
検
討
会
を
設

け
、
そ
の
協
議
の
中
で
必
要
性
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

患
者
輸
送
車
の
運
行
は
現
行
ど

お
り
維
持
し
、
中
核
病
院
は
、
診

療
所
の
医
師
が
不
在
と
な
る
よ
う

な
場
合
の
医
師
の
派
遣
や
、
遠
隔

診
療
支
援
な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

に
よ
り
連
携
の
強
化
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
互

の
役
割
と
し
て
、
中
核
病
院
で

は
、
救
急
、
急
性
疾
患
の
患
者
を

診
療
し
、
初
期
診
療
、
慢
性
疾
患

の
診
療
を
診
療
所
が
行
う
と
い
う

役
割
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

設
備
面
に
お
い
て
も
、
救
急
医

療
は
、
中
核
病
院
の
対
応
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
診
療
所
の
現
在

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
維
持
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

美和診療所
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１　

新
年
度
よ
り
学
校
運
営
協
議

会
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
相
互
に

連
携
し
あ
い
、
真
に
地
域
の
教

育
力
を
高
め
る
の
が
目
的
で

す
。
制
度
開
始
に
伴
い
「
地
域

運
営
学
校
」
の
設
置
が
活
発
化

し
ま
す
。
市
の
考
え
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

２　

新
年
度
よ
り
栄
養
教
諭
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、

食
育
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
。
食
育
及
び
栄

養
教
諭
配
置
に
対
す
る
考
え
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

３　

新
年
度
よ
り
発
達
障
害
支
援

法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
自
閉
症

や
多
動
性
障
害
児
者
な
ど
へ
の

理
解
と
支
援
が
目
的
で
す
。
発

達
障
害
児
の
実
態
と
対
応
策
に

つ
い
て
。

○
教
育
長

　

学
校
運
営
協
議
会
制
度
に
つ
い

て
は
、
学
校
教
育
を
よ
り
よ
く
改

善
す
る
た
め
に
も
、
教
職
員
の
理

解
を
深
め
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し

な
が
ら
、
今
後
十
分
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
児
童
・
生
徒
の
偏
食
傾

向
等
食
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
お
り
、
県
で
も
栄
養
教

諭
を
配
置
す
る
制
度
の
検
討
段
階

に
入
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
食
育

の
推
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

本
市
に
は　

の
小
中
学
校
が
あ

２６

り
、
各
学
校
あ
る
い
は
全
体
的

に
、
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
、
生

徒
が
在
籍
し
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。
発
達
障
害
児
へ
の
通
常
で
の

指
導
は
、
十
分
な
対
応
が
難
し
い

状
況
が
あ
り
ま
す
が
、
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
や
グ
ル
ー
プ
活
動

等
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
き
め

細
か
な
指
導
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
関
係
機
関
等
と
の
連

携
を
深
め
、
支
援
体
制
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小児生活習慣予防教室
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学
校
週
５
日
制
に
な
っ
て
３
年

が
た
ち
ま
し
た
。「
子
ど
も
を
家

庭
に
か
え
す
」、「
地
域
に
か
え

す
」
を
合
言
葉
に
、
休
日
の
過
ご

し
方
や
受
け
皿
に
つ
い
て
、
子
ど

も
た
ち
に
ゆ
と
り
を
与
え
、
生
き

る
力
を
育
む
た
め
に
実
施
し
た
結

果
と
し
て
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ

が
っ
た
か
。

　

ま
た
、
学
童
保
育
に
つ
い
て
、

５
日
制
に
な
っ
て
か
ら
保
護
者
か

ら
の
要
望
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
土
曜
日
に
つ
い
て

も
、
学
校
が
休
み
に
な
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
厳
し
い
競
争
が
強
い

ら
れ
て
い
る
民
間
会
社
の
多
く

は
、
休
み
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

学
童
保
育
に
対
す
る
要
望
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
、
学
童
保
育
の
実
施
状
況
と

今
後
の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

○
教
育
長

　

土
曜
日
、
放
課
後
の
受
け
皿
に

つ
い
て
は
、
週
５
日
制
に
な
っ
て

か
ら
の
課
題
で
す
。
現
在
行
わ
れ

て
い
る
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
等
の
推
進
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ

の
例
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
あ
り
ま
す
。
市
体
育
協
会
等
と

の
連
携
の
中
で
子
ど
も
達
の
育
成

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
文

化
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら

事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

○
保
健
福
祉
部
長

　

民
間
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど

で
、
大
宮
地
域
に
７
ヵ
所
、
山
方

地
域
に
１
ヵ
所
、
御
前
山
地
域
で

３
ヵ
所
実
施
し
て
い
る
状
況
で

す
。
今
後
の
対
応
と
し
て
は
、
場

所
、
運
営
方
法
等
の
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
公
立
民
間
等
に
よ
る
実

施
方
法
な
ど
、
子
育
て
支
援
対
策

の
重
点
事
業
と
し
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学　童　保　育

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������														�����������������������	�� � � � ��

　

週
５
日
制
に
加
え
、
ゆ
と
り
教

育
、
総
合
学
習
等
で
、
教
科
内
容

が
３
割
削
減
さ
れ
た
が
、
過
密
な

時
間
割
で
あ
る
と
い
う
。
文
部
科

学
省
の
ゆ
と
り
路
線
が
学
力
低
下

を
招
い
た
と
す
る「
ゆ
と
り
批
判
」

が
高
ま
り
、
新
学
習
指
導
要
領
の

見
直
し
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
。

１　

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生

き
る
児
童
・
生
徒
を
育
成
す
る

た
め
に
、「
心
の
教
育
」
は
い
ま

最
も
重
要
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
学

力
低
下
の
問
題
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
、
理
解
す
れ

ば
よ
い
の
か
。

２　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
学
校

現
場
、
保
護
者
等
の
受
け
止
め

方
は
ど
う
な
の
か
。

○
教
育
長

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況

が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
現
在
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
、
そ
の
対
応

に
戸
惑
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

人
権
の
尊
重
、
生
命
の
大
切
さ
、

そ
し
て
、
正
義
感
や
公
平
さ
、
美

し
い
も
の
な
ど
の
自
然
体
験
等
の

中
か
ら
、
豊
か
な
心
の
育
成
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
学
力
の
低
下
の
問
題

は
、
保
護
者
の
方
も
一
番
気
に
す

る
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
が
、
学

力
診
断
テ
ス
ト
等
の
県
平
均
等
を

各
学
校
で
分
析
し
、
各
教
科
、
授

業
等
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
一
人
ひ

と
り
が
わ
か
る
授
業
を
一
層
重
視

し
、
各
学
校
の
独
自
性
の
あ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
、
教
育
環
境
を
整

え
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

休み時間に遊ぶ子ども達

���������������������
���������������������
������������������������������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
																					

���������������������
���������������������
���������������������
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���������������������
���������������������
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山
方
に
お
い
て
は
、
就
学
前

「
５
歳
児
」、
美
和
で
は
「
４
歳

児
」
の
幼
児
が
保
育
所
入
所
基
準

に
あ
っ
て
い
な
い
と
入
所
を
断
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

文
部
科
学
、
厚
生
労
働
両
省
の

審
議
会
合
同
検
討
会
議
は
、
親
の

就
労
の
有
無
な
ど
に
関
係
な
く
、

０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も

を
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
幼
稚

園
と
保
育
所
を
一
体
化
し
た
「
総

合
施
設
（
仮
称
）」
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
基
本
的
な
枠
組
み
を
示

し
た
報
告
書
を
昨
年
の　

月
に
発

１２

表
し
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
度
か

ら
本
格
実
施
す
る
総
合
施
設
作
り

の
参
考
に
す
る
た
め
、
全
国
で　
３０

カ
所
の
モ
デ
ル
事
業
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

当
市
も
少
子
化
が
進
む
中
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
施
設
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を

伺
い
ま
す
。

○
保
健
福
祉
部
長

　

在
家
庭
の
児
童
に
対
す
る
対
策

と
し
て
、
現
在
市
内
に
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
が
６
ヵ
所
あ
り
ま

す
。
今
後
は
そ
れ
ら
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
保
育
所
等
の
園
庭
開

放
事
業
、
乳
幼
児
等
を
持
つ
親
と

子
が
交
流
、
育
児
支
援
を
行
な
え

る
場
と
し
て
、
集
え
る
広
場
の
設

置
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、　

年
度
に
は
、
地
域
の
子

１７

ど
も
た
ち
と
高
齢
者
が
日
常
的
に

交
流
で
き
る
児
童
公
園
を
、
大
宮

地
域
の
東
富
に
設
置
す
る
計
画
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
施
設

を
、
今
後
検
討
す
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。

登　園　風　景
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今
、
農
林
業
は
厳
し
い
経
営
状

況
に
あ
り
ま
す
。
市
の
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
に
お
い
て
も
、
農

林
業
の
現
状
と
課
題
を
上
げ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
担
い
手
の
不
足
、

高
齢
化
、
所
得
が
向
上
し
な
い
等

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、　

年
度
当
初
予
算
編

１７

成
に
当
た
り
、
農
林
業
の
活
性
化

の
た
め
に
特
に
配
慮
さ
れ
た
点
を

伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
新
年
度
予
算
に
は
ほ
ぼ

例
年
同
様
の
各
種
補
助
事
業
等
が

予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
事
業
、
施
策
も
意
義
の
あ
る
も

の
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の
成
果
は

過
疎
計
画
の
課
題
解
決
に
成
り
う

る
も
の
で
し
ょ
う
か
、
新
市
と
な

り
そ
の
施
策
に
期
待
を
し
て
い
る

農
林
家
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
誰
も
が
取
り
組
み
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
、
魅
力
の
あ

る
、
今
ま
で
の
広
く
、
浅
く
的
な

事
業
だ
け
で
な
く
、
現
状
を
打
破

す
る
た
め
に
メ
リ
・
ハ
リ
の
あ
る

施
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

しいたけの収穫

○
市
長

　

合
併
前
か
ら
、
各
町
村
で
多
く

の
振
興
策
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
合
併
後
初
め
て
と
な
る　

年
１７

度
予
算
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
の

各
町
村
の
事
業
を
引
き
続
き
継
承

す
る
中
、
農
協
に
関
す
る
協
議
会

補
助
や
生
産
組
合
補
助
に
つ
い
て

は
、
一
元
化
に
よ
り
効
率
的
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。　

　

林
業
関
係
で
は
、
遠
赤
外
線
薫

煙
熱
処
理
施
設
の
導
入
の
た
め
、

薫
煙
熱
処
理
加
工
試
験
委
託
料
を

新
規
に
、
予
算
計
上
し
て
い
ま

す
。

　
　

年
度
に
つ
い
て
は
、
合
併
後

１７
間
も
な
い
予
算
編
成
と
な
っ
た
た

め
、
今
ま
で
の
各
町
村
の
事
業
を

引
き
続
き
継
承
す
る
中
で
の
予
算

づ
け
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、　

年
１８

度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
こ
の
１

年
間
十
分
調
査
研
究
を
行
い
、
よ

り
効
果
の
あ
る
予
算
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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昨
年
は
猛
暑
や
相
次
ぐ
台
風
の

上
陸
で
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害

を
受
け
、
自
然
と
共
に
営
む
農
業

の
厳
し
さ
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
生
活
に
不
可
欠
な
野

菜
が
高
騰
し
、
国
民
生
活
を
直
撃

緊
急
輸
入
の
措
置
も
あ
り
日
本
の

農
業
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

農
地
は
洪
水
や
山
崩
れ
を
防
ぐ

な
ど
国
土
保
全
の
役
割
な
ど
多
面

的
機
能
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

農
業
は
命
の
産
業
で
あ
り
、
安

全
で
安
心
な
農
作
物
を
安
定
的
に

生
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
急
務

で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
担
い
手

農
家
の
現
状
と
施
策
、
新
規
就
農

者
（
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
者
、
退
職
帰

農
者
）
に
対
し
て
技
術
の
習
得
や

農
地
・
機
械
・
施
策
・
住
居
の
確

保
等
一
貫
し
た
指
導
・
援
助
が
な

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

田植の風景
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合
併
以
前
は
、
御
前
山
で
は
６

歳
未
満
の
乳
幼
児
の
医
療
費
は
外

来
・
入
院
と
も
無
料
制
度
が
継
続

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
他
４
地
域
も

内
容
に
違
い
は
あ
る
が
、
６
歳
ま

で
の
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
市
の

予
算
で
は
一
部
負
担
や
所
得
制
限

を
導
入
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
宮

以
外
の
地
域
で
は
以
前
よ
り
悪
く

な
り
ま
し
た
。
県
は
今
年　

月
か

１１

ら
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
の
対

象
年
齢
を
３
歳
未
満
児
か
ら
就
学

前
ま
で
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
３
歳
以
上
の
医

療
費
助
成
に
必
要
な
予
算
は
全
額

独
自
で
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

改
正
に
よ
り
県
か
ら
予
算
が
来

る
の
で
、
市
の
独
自
予
算
で
負
担

す
れ
ば
医
療
費
無
料
化
は
可
能
で

す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

○
市
長

　

乳
幼
児
の
就
学
前
ま
で
の
医
療

費
支
給
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月

分
か
ら
は
一
定
以
上
の
所
得
の
あ

る
方
を
除
い
て
、
旧
大
宮
町
も
含

め
一
体
化
し
て
、
全
市
に
お
い
て

支
給
を
し
ま
す
。
た
だ
し
、
外
来

に
つ
い
て
は
、
１
回
に
つ
き
５
０

０
円
、
月
２
回
ま
で
自
己
負
担
を

し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。
県
の

医
療
費
助
成
制
度
の
改
正
が
、　
１１

月
か
ら
施
行
予
定
で
す
が
、
今

後
、
内
容
を
十
分
検
討
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

○
経
済
部
長

　

担
い
手
と
し
て
、
認
定
農
業
者

制
度
が
あ
り
、
現
在
、
市
内
に
認

定
者
が　

名
い
ま
す
。
支
援
策
と

７６

し
て
、
県
が
大
宮
地
域
農
業
経
営

改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
を

設
置
し
て
お
り
、
市
の
改
善
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
担
い
手
の
方
の
制
度
資
金
の

活
用
及
び
法
人
化
に
向
け
た
支
援

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

と
し
て
、
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
助
成

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
一
人
で
も
多
く
の
新
規
就
農
者

の
確
保
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
退
職
帰
農
者
の
組
織
が
、
平

成　

年　

月
に
、
大
宮
、
山
方
、

１６

１０

美
和
、
緒
川
の
４
地
区
に
よ
り
結

成
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
農
業
経

験
者
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
組
織
活
動
へ
の
助
成
措
置
を

考
え
て
い
ま
す
。
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公
共
工
事
や
物
品
納
入
に
関

し
、
地
元
業
者
の
育
成
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
特
に
物

品
納
入
に
関
し
て
は
、
市
よ
り
指

名
が
か
か
り
入
札
を
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
が
、
大
部
分
は
市
外
の
業

者
が
落
札
し
て
、
地
元
業
者
が
受

注
で
き
な
い
と
い
う
話
を
聞
い
て

い
ま
す
。

　

少
し
で
も
多
く
地
元
業
者
が
受

注
で
き
な
い
も
の
か
と
い
う
要
望

が
多
く
あ
り
ま
す
。
地
元
産
業
の

育
成
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
地
元

業
者
の
受
注
割
合
を
少
し
で
も
上

げ
る
配
慮
が
出
来
な
い
も
の
か
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

山方商店街通り
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①
介
護
保
険
制
度
の
改
正
案
が
今

国
会
で
審
議
入
り
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
法
改
正
の
中
身

は
、
軽
度
者
の
訪
問
介
護
な
ど

サ
ー
ビ
ス
を
制
限
し
、
施
設
入
所

者
か
ら
居
住
費
や
、
食
費
を
徴
収

し
、
利
用
料
を
値
上
げ
す
る
な

ど
、
政
府
案
の
本
質
が「
も
っ
ぱ
ら

介
護
へ
の
国
の
財
政
支
出
を
抑
制

す
る
た
め
に
高
齢
者
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
を
制
限
し
、
国
民
負
担
増
加

を
一
層
増
や
す
」
も
の
に
他
な
ら

な
い
改
悪
案
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ま
す

が
、
市
長
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

②
市
は
、
合
併
以
後
新
た
に
、
生

活
保
護
行
政
を
行
う
事
に
な
り
ま

し
た
が
、
市
民
本
位
の
温
か
い
生

活
保
護
行
政
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
望
む
も
の
で
す
。
生
活
保
護
行

政
に
対
す
る
基
本
方
針
を
伺
い
ま

す
。

○
市
長

　

平
成　

年
度
に
は
当
市
の
第
３

１７

期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し

ま
す
の
で
、
国
の
方
針
に
沿
っ

て
、
県
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
介
護
保
険
制
度
の
一
層
の
充
実

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
保
健
福
祉
部
長

　

生
活
保
護
行
政
の
基
本
方
針

は
、
本
市
に
お
い
て
も
、
福
祉
事

務
所
を
設
置
し
、
自
治
体
制
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
的
確
な

実
態
把
握
に
基
づ
き
適
正
な
生
活

保
護
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
の
一

つ
の
重
要
な
目
的
に
、
被
保
護
世

帯
の
自
立
を
図
る
と
い
う
目
的
が

あ
り
ま
す
。
保
護
受
給
中
の
世
帯

に
対
し
て
、
福
祉
事
務
所
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
訪
問
活
動
等

に
よ
り
、
自
立
助
長
に
向
け
た
適

切
な
指
導
、
援
助
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

���������������������
���������������������
������������������������������������������
���������������������
������������������������������������������
���������������������
���������������������

���������������������
������������������������������������������
���������������������
���������������������
������������������������������������������
���������������������
���������������������

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

○
助
役

　

公
共
工
事
に
つ
い
て
は
、
大
型

物
件
あ
る
い
は
技
術
的
に
困
難
だ

と
い
う
も
の
を
除
い
て
は
、
大
半

が
地
元
に
発
注
し
て
い
る
状
況
で

す
。
た
だ
、
物
品
に
つ
い
て
は
、

地
元
業
者
が
受
注
で
き
な
い
と
い

う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。　　

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
で
き

る
だ
け
物
品
に
つ
い
て
も
地
元
の

業
者
が
納
入
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
し
、
法
令
に
基
づ

く
随
意
契
約
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

か
ら
検
討
し
て
、
地
元
育
成
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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茨
城
北
農
業
共
済
組
合
、
９
市

町
村
に
、
平
成　

年
度
産
水
稲
、

１６

陸
稲
共
済
金
支
払
額
は
、
１
、
３

０
０
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
常

陸
大
宮
市
で
は
、
３
８
８
万
円
で

す
。

　

天
候
に
は
恵
ま
れ
た
が
、
山
間

部
地
域
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

が
多
発
し
、
農
家
は
大
変
困
っ
て

い
ま
す
。
保
護
動
物
と
し
て
守
ら

れ
て
い
る
鳥
獣
で
す
が
、
日
本
ザ

ル
や
イ
ノ
シ
シ
の
危
害
が
人
間
に

も
出
て
い
る
と
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

等
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
作
物
の
被
害
を
守
る
た
め
、

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
の
見
直
し

と
、
休
猟
区
で
の
繁
殖
防
止
の
た

め
に
、
市
と
し
て
イ
ノ
シ
シ
に
限

定
し
て
休
猟
区
の
廃
止
条
例
を
検

討
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
考
え

を
伺
い
ま
す
。

○
経
済
部
長

　

従
来
１
つ
の
町
村
で
の
捕
獲
頭

数
は
一
回
当
た
り
５
頭
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
合
併
に
伴
い
、　
２０

頭
と
い
う
捕
獲
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

休
猟
区
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県

で
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

休
猟
区
は
、
一
ヵ
所
当
た
り
２

年
間
で
、
継
続
に
当
た
っ
て
は
市

長
の
同
意
が
必
要
と
な
る
の
で
、

被
害
の
多
い
場
所
に
つ
い
て
は
、

休
猟
区
と
し
て
の
同
意
を
行
わ
な

い
こ
と
や
、
未
然
防
止
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

捕獲されたイノシシ

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������														
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政
府
は
、
も
っ
ぱ
ら
介
護
へ
の

国
の
財
政
支
出
を
抑
制
す
る
た

め
、
高
齢
者
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
を

制
限
し
、
国
民
負
担
を
一
層
増
や

す
と
い
う
介
護
保
険
の
大
改
悪
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
市
は

来
年
度
か
ら
、
旧
美
和
村
の
み
で

実
施
し
て
い
た
介
護
保
険
利
用
者

負
担
軽
減
措
置
を
廃
止
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
利
用
者
は
３
％
か
ら

一
気
に　

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

１０

す
。

　

随
分
ひ
ど
い
や
り
か
た
で
す
。

市
の
介
護
保
険
料
の
住
民
税
非
課

税
世
帯
は
、
約　

％
に
な
っ
て
い

３９

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
は
所
得
に
関
係

な
く
利
用
料
一
割
を
負
担
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
利
用
料
の
負

担
が
困
難
な
低
所
得
者
へ
の
減
額

免
除
制
度
を
存
続
す
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

○
市
長

　

介
護
保
険
の
低
所
得
者
に
対
す

る
利
用
料
減
免
制
度
を
つ
く
る
考

え
は
あ
る
か
と
い
う
ご
質
問
で
す

が
、
介
護
保
険
は
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
給
付
総
合
枠
か
ら
算
出

さ
れ
る
負
担
割
合
に
よ
る
保
険
料

や
負
担
金
を
財
源
に
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
利
用
料
は
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
と
し
て

１
割
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
介

護
保
険
制
度
は
各
種
の
減
免
を
行

う
と
、
一
方
で
、
そ
の
額
を
負
担

す
る
方
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。

そ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
市
と
し

て
は
、
減
免
制
度
の
創
設
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
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本
市
は
合
併
後　

％
が
森
林
で

６０

あ
る
観
点
か
ら
、
森
と
共
生
を
計

る
地
球
温
暖
化
対
策
は
最
重
要
課

題
で
あ
り
ま
す
。２
月
に
京
都
議

定
書
の
発
効
を
み
た
が
、
地
球
の

干
ば
つ
は　

年
で　

％
も
進
み
、

３０

５０

３
世
紀
で
人
口
が　

倍
、
森
林
は

１０

日
本
の
森
林
面
積
の　

倍
も
減
っ

５０

て
い
ま
す
。森
林
の�
吸
収
力
の
す

ば
ら
し
さ
を
認
識
せ
ず
に
い
る
と
、

温
度
上
昇
・
地
球
規
模
の
異
常
気

候
・
生
態
系
の
変
化
・
食
糧
供
給
体

制
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

市
は
５
億
円
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
が
、
産
官
学
が
一
体
と

な
っ
た
「
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
、

住
民
の
理
解
と
Ｐ
Ｒ
の
も
と
に
、

住
民
パ
ワ
ー
が
行
政
を
動
か
し
、

行
政
サ
イ
ド
の
主
導
的
役
割
が
必

要
と
痛
感
し
て
い
ま
す
が
、
考
え

を
伺
い
ま
す
。

CO2

○
市
長

　

平
成　

年
度
の
林
業
振
興
費
と

１７

し
て
、
間
伐
と
枝
打
ち
を
促
進
す

る
た
め
の
良
質
材
生
産
対
策
事
業

補
助
金
、
そ
れ
か
ら
間
伐
作
業
道

開
設
事
業
補
助
金
、
林
業
労
働
者

の
安
定
的
な
確
保
と
定
着
化
を
図

る
た
め
の
森
林
整
備
担
い
手
対
策

事
業
補
助
金
、
ま
た
、
森
林
現
況

調
査
等
の
地
域
活
動
を
実
施
し
、

森
林
施
業
を
適
宜
適
切
に
行
い
、

森
林
整
備
を
促
進
す
る
た
め
に
森

林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
等

多
く
の
事
業
費
を
計
上
し
、
林
業

の
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
材
価
等
の
低
迷
の
た

め
に
、
間
伐
期
を
迎
え
た
杉
や
ヒ

ノ
キ
の
人
工
林
の
間
伐
が
進
ま

ず
、
森
林
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る

現
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
市

と
し
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら
新

１７

た
に
森
林
資
源
利
活
用
推
進
委
員

会
を
設
立
い
た
し
ま
し
て
、
森
林

の
整
備
、
振
興
に
つ
い
て
関
係
各

機
関
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市の６０％をしめる森林

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������														
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高
齢
者
の
方
々
に
と
り
ま
し
て

敬
老
会
は
、
年
に
一
度
一
同
に
会

し
て
久
方
ぶ
り
に
再
会
し
旧
友
を

深
め
話
し
合
え
る
ま
た
と
な
い
機

会
で
、
皆
さ
ん
大
変
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
旧
町
村
間
で
は
内
容

に
相
違
が
あ
り
ま
す
が
調
整
の
上

従
来
ど
お
り
地
域
ご
と
に
行
っ
て

ほ
し
い
と
皆
さ
ん
望
ん
で
お
り
ま

す
。

　

成
人
式
は
統
一
で
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
、
望
ま
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
敬
老
会
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
希
望
ど
お

り
旧
町
村
単
位
で
行
っ
て
頂
け
ま

す
よ
う
お
願
い
致
す
も
の
で
す

が
、
い
か
が
か
伺
い
ま
す
。

○
保
健
福
祉
部
長

　

敬
老
会
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

併
前
に
実
施
し
て
い
た
地
域
は
、

美
和
、
緒
川
、
御
前
山
の
３
地
域

で
す
。
大
宮
地
域
に
つ
い
て
は
、

各
地
区
、
ま
た
は
各
区
で
実
施
し

て
お
り
、
山
方
に
つ
い
て
は
、
各

老
人
ク
ラ
ブ
単
位
で
敬
老
会
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
平
成　
１７

年
度
に
つ
い
て
は
、
合
併
前
の
と

お
り
、
事
業
を
実
施
す
る
計
画
で

支
所
に
お
い
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
緒
川
地
域
に
つ
い
て
、

　

年
度
ま
で
は　

歳
以
上
を
対
象

１６

７０

と
し
て
実
施
を
し
ま
し
た
が
、
他

の
４
地
域
が　

歳
か
ら
対
象
と
い

７５

う
こ
と
で
す
の
で
、
統
一
し
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

敬　老　会
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県
道
常
陸
太
田
―
烏
山
線
は
、

主
要
地
方
道
に
指
定
さ
れ
て
い
る

が
主
要
地
方
道
と
は
ど
の
よ
う
な

位
置
づ
け
な
の
か
。
ま
た
、
こ
の

道
路
は
路
線
バ
ス
の
経
路
で
あ

り
、
か
つ
中
学
生
の
自
転
車
に
よ

る
通
学
路
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
整
備
が
進
行
し
て
い
る
農
業

集
落
排
水
事
業
の
配
管
が
設
置
さ

れ
重
要
な
道
路
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
改
修
が
遅
れ

て
お
り
危
険
な
場
所
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
の
道
路
に
関
し
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
お
持

ち
な
の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
今

後
の
改
修
予
定
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

○
建
設
部
長

　

主
要
地
方
道
の
位
置
づ
け
は
、

道
路
法
に
、
道
路
に
関
す
る
費
用

の
補
助
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大

臣
が
指
定
す
る
主
要
な
都
道
府
県

道
、
も
し
く
は
市
道
等
を
整
備
す

る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
、
道

路
管
理
者
に
対
し
て
補
助
が
で
き

る
と
い
う
規
定
が
あ
り
、
こ
れ
が

主
要
地
方
道
と
言
わ
れ
る
も
の
で

す
。
こ
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
優
先
的
に
国
の
補
助

を
受
け
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ

り
ま
す
。

　

県
道
常
陸
太
田
烏
山
線
は
、
狭

い
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
整
備

が
遅
れ
て
い
る
理
由
は
、
用
地
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
た
め
で
、
今
後
も
協
力
が

得
ら
れ
れ
ば
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

整
備
の
完
成
の
時
期
で
す
が
、

こ
れ
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
で
、

全
体
的
な
見
通
し
は
立
っ
て
い
ま

せ
ん
。
事
業
促
進
の
た
め
、
地
元

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

交互通行が不可能

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������														
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消
防
団
は
、
現
在
、
大
宮
消
防

団
、
山
方
消
防
団
、
美
和
消
防
団
、

緒
川
消
防
団
、
御
前
山
消
防
団
と

い
う
名
称
の
下
、
条
例
が
制
定
さ

れ
５
人
の
団
長
さ
ん
が
ご
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
団
旗
、

活
動
服
、
器
具
舎
、
消
防
車
両
等

は
、
常
陸
大
宮
市
消
防
団
と
い
う

名
称
を
用
い
て
い
る
の
は
ど
う
し

て
か
。
ま
た
、
団
員
数
、
消
防
車

両
等
の
消
防
力
は
、
近
隣
市
町
と

比
較
し
て
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下

に
あ
る
の
か
、
平
成　

年
度
予
算

１７

に
計
上
さ
れ
て
い
る
消
防
車
両
、

貯
水
槽
な
ど
は
、
ど
こ
の
消
防
団

へ
あ
て
ら
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

○
消
防
長

　

新
市
の
消
防
団
の
組
織
等
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
３
月
ま
で
は

１８

連
合
消
防
団
を
編
成
し
、
平
成　
１８

年
４
月
か
ら
常
陸
大
宮
市
消
防
団

と
し
て
組
織
を
統
一
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
名
称
に
つ
い
て
は
、

連
合
消
防
団
と
し
て
の
調
整
期
間

中
の
機
械
機
具
等
の
名
称
表
示

は
、
各
消
防
団
長
の
会
議
で
協
議

し
、
統
一
を
図
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
便
宜
上
、
常
陸
大
宮
市
消
防
団

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
常
陸
大
宮
市
の
連
合
消

防
団
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
常
陸

太
田
市
の
消
防
団
員
と
比
較
し
て

も
、
消
防
車
両
１
台
当
た
り
の
消

防
団
員
数
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
状

況
で
す
。

　

ま
た
、
消
防
車
両
に
つ
い
て

は
、
大
宮
消
防
団
１
台
、
山
方
消

防
団
４
台
、
美
和
消
防
団
１
台
、

緒
川
消
防
団
１
台
、
御
前
山
消
防

団
１
台
の
計
８
台
で
す
。
防
火
水

槽
に
つ
い
て
は
、
大
宮
地
区
４

基
、
山
方
地
区
１
基
、
美
和
地
区

２
基
、
緒
川
地
区
１
基
、
御
前
山

地
区
１
基
の
計　

基
を
予
定
し
て

１０

い
ま
す
。

出　初　式
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年
々
廃
棄
物
（
ゴ
ミ
）
の
量
が

増
加
し
て
処
理
す
る
費
用
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
ゴ
ミ
の
分
別
収
集

も
実
施
し
て
い
る
が
①
家
庭
か
ら

可
燃
性
ゴ
ミ
②
不
燃
性
ゴ
ミ
③
粗

大
ゴ
ミ
④
リ
サ
イ
ク
ル
用
資
源
ゴ

ミ
な
ど
現
在
の
処
理
費
用
や
最
終

処
分
費
用
は
い
く
ら
位
い
か
か
っ

て
い
る
の
か
。

　

よ
り
一
層
の
ゴ
ミ
減
量
化
対
策

を
、
地
球
温
暖
化
防
止
策
と
あ
わ

せ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
放
置
家
電
や

放
置
自
動
車
の
処
理
対
策
も
必
要

で
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

○
市
民
部
長

　

一
般
廃
棄
物
処
理
費
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成　

年
度
決
算

１５

で
、
可
燃
性
ご
み
が
、
３
億
４
、

２
０
５
万
９
千
円
。
不
燃
性
ご
み

が
、
４
、
９
５
２
万
６
千
円
、
粗

大
ご
み
が
、
４
、
７
７
１
万
円
、

資
源
ご
み
が
５
、
３
１
０
万
２
千

円
、
最
終
処
分
費
用
が
６
、
７
４

６
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
ご
み
減
量
化
対
策
に
つ

い
て
、
ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク

ル
を
率
先
的
に
進
め
る
た
め
に
旧

大
宮
町
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
子

ど
も
会
等
を
対
象
と
し
た
資
源
ご

み
回
収
補
助
事
業
を
全
市
に
拡
大

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
、�

の
削
減
で
す
が
、
各
旧
町
村
ご
と

に
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
を

作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は

新
市
に
お
い
て
、
新
た
な
地
球
温

暖
化
防
止
実
行
計
画
を
策
定
す
る

計
画
で
す
。

　

家
庭
用
家
電
品
や
自
動
車
等
不

法
投
棄
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
の
環
境
美
化
と
予
算
を
考
慮

し
て
、
不
法
投
棄
ご
み
処
理
に
よ

る
環
境
美
化
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

し
、
よ
り
一
層
不
法
投
棄
防
止
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

CO2
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新
年
度
の
予
算
案
に
中
学
校
耐

力
度
調
査
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
予
算
総
括
質
問
で
対
象

学
校
は
第
一
中
学
校
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

旧
大
宮
町
の
総
合
計
画
３
カ
年

事
業
実
施
計
画
で
は　

年
度
か
ら

１８

第
一
中
学
校
施
設
整
備
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
学
校
耐
力
度
調

査
の
説
明
と
調
査
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
後
の
学
校
施
設
の

整
備
計
画
で
す
が
、
今
後
は
統
一

さ
れ
た
公
正
な
整
備
計
画
を
早
期

に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
整
備
計
画
は
、
ど
の
よ
う

に
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、
い
つ
ま

で
に
つ
く
ら
れ
る
の
か
を
伺
い
ま

す
。

○
教
育
次
長

　

耐
力
度
調
査
の
考
え
方
は
、
お

お
む
ね
昭
和　

年
以
前
の
建
物
に

４５

つ
い
て
改
築
を
念
頭
に
置
い
た
場

合
の
調
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
、
義
務
教
育
施
設
適
正
配
置
審

議
会
に
諮
り
、
検
討
し
た
中
、
計

画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
で
す
が
、
今
後
の
学
校
整
備
計

画
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
市

内
の
義
務
教
育
施
設
の
適
正
配
置

等
を
目
的
に
設
置
し
て
い
る
常
陸

大
宮
市
義
務
教
育
施
設
適
正
配
置

審
議
会
で
、
具
体
的
な
協
議
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
そ
の
答
申
を
い
た
だ

き
、
計
画
書
等
を
作
成
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
常
陸
大
宮

市
と
い
う
全
体
的
視
野
に
立
っ

て
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
あ

る
よ
う
に
、
計
画
的
に
整
備
に
つ

い
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

第一中校舎
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単体参加を求める件及び補助金交付団体等
の「身体障害者福祉会」単体呼称の改正及び
補助金不用額の補正による返納を求める陳
情
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�
�
�
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�
�
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�
�
�
�
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�
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上岩瀬地内 愛宕溜池



17 議会広報第２号

政府米の買い入れと、備蓄を充実させる意見書

　一昨年秋以来、一部の大手業者による買占めに始まった米価格の一時的暴騰は、一転して大暴落し、底無しの様
相となっています。
　この要因は、米不足が明らかになった一昨年の９月以降、政府が不足分を大幅に上回る１０５万トン以上の備蓄米を
放出し、いまだに放出を続けていることです。また、政府の平成１５年産米の政府米買い入れは、目標１０万トンに対
し、６，０００トンに過ぎません。この結果、備蓄は６０万トンまで減少し、その年産内訳は平成９年から１１年産米が９５％
を占めるという状況です。
　政府米を買い入れず、必要以上に古米を放出し続けていることが、市場に米をあふれさせ、深刻な米価暴落を引
き起こしているのです。しかも放出している米は超古米で、今は平成９年産が主力です。これが、消費者の米離れ
を加速させ、卸、小売も在庫が計画どおり減らないという深刻な悪循環に陥っています。
　産地は、価格暴落におののき、流通業者は米が動かないと嘆き、経営への打撃は深刻です。昨年は、「米改革」の
初年度ですが、こうした状況を放置するなら、政府が育成の対象としている「担い手農家」も、担い手から外れる
多数の農家も経営が破綻し、あらゆる改革の土台を突き崩すことは明白です。
　米をめぐる異常事態に際し、下記の事項について、政府及び関係機関に要望します。

１　政府は米の需給と価格の安定に責任を果たすこと。また、政府自身が決めた「備蓄計画」に見合う米の買い入
れをただちに実施すること。

　
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成１７年３月２４日
茨城県常陸大宮市議会

（提出先）
衆議院議長　　参議院議長　　内閣総理大臣　　財務大臣　　農林水産大臣

ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関する意見書

　貴職におかれましては、日頃から国政運営のために多大なるご努力を傾注されていることに対し敬意を表します。
　さて、ＷＴＯ（世界貿易機関）交渉は、昨年８月１日に、今後の交渉に前提となる大枠合意がなされました。農
業分野の市場アクセス、国内支持、輸出競争について、具体的な数値などは今後の交渉に委ねられました。しかし、
アメリカや農産物輸出国からは依然として、上限関税の設定や、高関税品目の大幅引き下げ、関税割当数量の大幅
拡大などが要求されています。これは、農産物輸出国がますます輸出を拡大しやすくするためのものであり、日本
農業への打撃はもとより、食料の安全・安定、環境などにも大きな影響を与えるものです。
　アメリカなどが行っている国内農家への手厚い補助や、輸出補助政策について、大枠合意では実質的削減に結び
つかないものとなっており、途上国などから反発が高まっています。このような公平さを欠いた交渉を是正し、地
球規模での食料・環境問題を解決するため、各国が自国の生産資源を最大限活用し、共生・共存できる「新たな農
産物貿易ルールの確立」が求められています。
　また、ＦＴＡ（二国間自由貿易協定）については、現在、韓国、マレーシア、フィリピン、タイとの交渉が行わ
れていますが、特に東南アジア各国からは、農産物の貿易自由化が求められています。先のメキシコとのＦＴＡ交
渉でも見られたように、工業製品の輸出自由化のために、農業分野が大幅な譲歩を強いられ、食料や農業は大きな
影響を受けることになるのは必至です。
　当議会としては、ＷＴＯ及びＦＴＡにおける農業分野の交渉にあたり、農業の多面的機能の発揮と食料の安全保
障、各国の農業の共存と食料自給向上が可能な貿易ルールの実現が必要と考えます。
　貴職におかれましては、以下の点に配慮をし「ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉」に臨むことを要望いたします。
１．ＷＴＯ農業交渉では、世界的な飢餓の拡大や地球規模での環境悪化につながることのないよう、農林水産業の多
面的機能の発揮や食料自給の向上、各国の多様な農林水産業が共生・共存できる貿易ルールに改めるよう確固たる
姿勢で臨むこと。
２．上限関税の設定や関税割当数量の一律的・義務的拡大には断固反対すること。
３．国内農林水産業の維持を可能とする関税率水準や国家貿易体制、特別セーフガードの維持などの国境措置を確
保し、急速な市場開放には絶対に応じないこと。
４．行き過ぎたＡＭＳ（助成合計量）削減の是正と、「緑の政策」の要件緩和など国内支持政策に関する適切な規律
を確保すること。
５．東アジア諸国とのＦＴＡ交渉では、農林水産物の関税撤廃・削減は、国内農業へ打撃を与え、ＷＴＯ農業交渉
や他国との交渉に重大な影響を与えることから、絶対に行わないこと。
６．ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉についての情報公開を徹底し、各国の農業者や消費者・市民の声を反映すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成１７年３月２４日
茨城県常陸大宮市議会

（提出先）
内閣総理大臣　　農林水産大臣　　外 務 大 臣
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（
仮
称
）県
北
西
部
地
域
中
核
病
院

建
築
工
事

契
約
金
額　
　

億
５
、
７
４
０
万
円

１４

契
約
の
相
手
方　

　

鹿
島
・
株
木
・
と
も
え
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
構
成
員

　

鹿
島
建
設
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式
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社
関
東
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店

　

常
務
取
締
役
支
店
長

森
光
康
夫

構
成
員

　

株
木
建
設
株
式
会
社
茨
城
本
店

　

常
務
取
締
役
本
店
長

鈴
木
徳
治

構
成
員　

　

株
式
会
社
と
も
え
建
設

　

代
表
取
締
役　
　

生
田
目
憲
一

Ｈ　

国
債
桜
の
丘
住
宅
第
９
工
区

１６
建
設
工
事

契
約
金
額　

１
億
８
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２
４
９
万
円

契
約
の
相
手
方

鈴
縫
・
共
栄
道
路
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

代
表
構
成
員

　

鈴
縫
工
業
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式
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社
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戸
支
店

　

常
務
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締
役
支
店
長
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木
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三

構
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栄
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路
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式
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高
野　
　

裕
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�
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�

�
�
�
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大
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上
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瀬
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も
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こ
と
に
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。
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施　 設　 名町名施　 設　 名町名施　 設　 名町名

城里町桂運動公園

城　

里　

町

城里町常北運動公園

城　

里　

町

大子町立リフレッシュセンター

大　

子　

町

グリーン桂うぐいすの里城里町上古内多目的運動広場大子町営中央グランド

城里町大桂公園
城里町健康管理

トレーニングセンター

大子町立柔剣道場

大子町立中央公民館

城里町下赤沢運動広場コミュニティーセンター城里奥久慈茶の里公園

城里町塩子運動広場
城里家族旅行村

「藤井川ダムふれあいの里」
山岡草創作和紙人形館

山びこの郷城里町立桂図書館
道の駅奥久慈だいご

「大子町観光物産館」

城里町立山村文化資源保存伝習館城里町桂体育館大子ふれあい牧場

別表２

別表１
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　生活文教常任委員会では、去る４月１３日（水）に、
近隣市町村のごみ処理施設を視察しました。
　大宮地方環境整備組合環境センター、城北地方広域
事務組合環境センターでは、家庭ごみが処理されるま
での工程等を見学し、最終処分場であるエコフロン
ティア笠間では、現在の進捗状況と、施設概要につい
ての説明を受けました。
　委員からは、各施設の現状や課題等、活発な質問が
されました。

　保健福祉常任委員会では、第１回定例会閉会中
の継続調査申出の承認を得た管内・外医療施設の
現況調査について、４月１４日（木）に国民健康保
険緒川歯科診療所・国民健康保険美和診療所、そ
して那須南病院を視察研修し、診療所及び病院の
運営状況等について説明を受けました。
　那須南病院においては、院長自ら説明をしてい
ただき、委員より活発な意見等がありました。

�������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������������������� � � � � � �

������
� � �

�������

��������

エコフロンティア笠間 城北地方環境センター

緒川歯科診療所 那須南病院
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� � � �� � � �� � � �� � � �



20

　第２回定例会は、６月９日から開催予定です。
　ぜひ、傍聴してください。（定員３０名）
―手続きは簡単で、本会議を傍聴するときに、
住所・氏名を書くだけです。―

（詳しくは議会事務局まで）

����������������		

����

第２回定例会会期日程（予定）

議 事 予 定曜日月／日

本会議
　開　会
　議案審議、採決
　委員会付託

木６月９日

常任委員会金６月１０日

休　会土６月１１日

休　会日６月１２日

常任委員会月６月１３日

常任委員会火６月１４日

議事整理（休会）水６月１５日

本会議（一般質問）木６月１６日

本会議（一般質問）金６月１７日

休　会土６月１８日

休　会日６月１９日

本会議（一般質問）月６月２０日

議事整理（休会）火６月２１日

本会議
　委員長報告
　議案審議、採決
　閉　会

水６月２２日

　

あ
た
り
の
新
緑
が
目
に
映
え
、
初
夏
を

感
じ
る
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　

さ
て
、
3
月
の
定
例
会
は
、
3
月
7
日

に
開
会
し　

日
ま
で
の　

日
間
に
渡
り
開

24

18

催
し
ま
し
た
。

　

合
併
後
は
じ
め
て
の
年
間
を
通
し
た
一

般
会
計
予
算
総
額
は
、
2
5
6
億
5
千
万

円
で
、
前
年
度
の
旧
5
町
村
の
予
算
総
額

に
比
べ
8
・
4
％
の
増
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
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編　集　常陸大宮市議会広報委員会

〒３１９－２２９２

茨城県常陸大宮市中富町３１３５－６

TEL ０２９５－５２－１１１１（代）  内線４１３

 ０２９５－５３－０３９３（直）

FAX ０２９５－５２－２１８６

ｅメール

gikai@city．hitachiomiya．lg．jp

お詫びと訂正
　創刊号９ページに誤りがありましたので、お
詫びして訂正いたします。
　誤　「服務の宣言」
　正　「服務の宣誓」

市民の声募集
　議会に対するご意見・ご要望がありまし
たら、住所氏名を明記の上、常陸大宮市議
会事務局までお届け願います。
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